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東 京 女 子 大 学 学 会 経 済 学 部 会 主 催 公 開 連 続 講 演 会
グローバル経済下のアジア
－バングラデシュの縫製産業と日系企業－
長田　華子
（茨 城 大 学 人 文 学 部 准 教 授）
日 時 ： ２ ０ １ ６ 年 １ １ 月 ４ 日 （金）10:55-12:25
場 所 ： 東 京 女 子 大 学 ６ 号 館 6207 教 室
　 近 年、わ た し た ち の 身 の 回 り に は、安 価 な 洋 服 が あ ふ れ て い ま す。990 円 の ジ ー
ン ズ、680 円 の Ｔ シ ャ ツ、590 円 の ス カ ー ト。 い つ し か、 わ た し た ち は 安 価 で あ
る こ と を 当 た り 前 の こ と と 思 い、 な ぜ そ ん な に も 価 格 が 安 い の か を 考 え る こ と を
し な く な っ て い ま す。 グ ロ ー バ ル 化 が 進 み、 わ た し た ち は こ れ ま で 以 上 に 安 価 な
洋 服 を 手 に 入 れ る こ と が 出 来 て い ま す が、 そ の 裏 側 で は、 い く つ も の 悲 劇 が 繰 り
返 さ れ て い ま す。 世 界 第 2 位 の 衣 料 品 輸 出 国 と な っ た バ ン グ ラ デ シ ュ の 事 例 を 通
じ て、 グ ロ ー バ ル 化 の 光 と 影 に つ い て 考 え て み た い と 思 い ま す。
1. フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン と は 何 か ？
　 フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン と は、 最 新 の 流 行 を 取 り 入 れ な が ら、 低 価 格 の 衣 類 を 大
量 に 生 産 し、 販 売 す る フ ァ ッ シ ョ ン ブ ラ ン ド や そ の 業 態 を 意 味 し ま す。 注 文 し た
ら す ぐ に 提 供 さ れ、 か つ 安 価 で あ る 食 事、 フ ァ ス ト フ ー ド に な ぞ ら え て 生 ま れ た
言 葉 で す。 フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン の 代 表 的 企 業 ・ ブ ラ ン ド と し て、 ス ウ ェ ー デ ン
の H&M、 ア メ リ カ の GAP、 ス ペ イ ン の ZARA、 そ し て 日 本 の ユ ニ ク ロ な ど が 挙 げ
ら れ ま す。
２． フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン の 生 産 国、 バ ン グ ラ デ シ ュ
　 バ ン グ ラ デ シ ュ は 日 本 の 約 5 分 の 2 の 国 土 面 積 に 1 億 4240 万 人 の 人 口 を 抱 え
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る、 世 界 一 人 口 密 度 の 高 い 国 で す。 国 民 の 99% は ベ ン ガ ル 語 を 母 語 と す る ベ ン
ガ ル 人 で、 そ の 他 に チ ャ ク マ 族 や ガ ロ 族 な ど の 少 数 民 族 が 住 ん で い ま す。 国 民 の
約 9 割 が イ ス ラ ム 教 徒 で す。
　2 度 の 独 立 を 経 て、1971 年 に 建 国 さ れ ま し た。し か し、独 立 後 も、バ ン グ ラ デ シ ュ
で は 不 安 定 な 政 治 が 続 き、 自 然 災 害 が 重 な り、 経 済 は 停 滞 し た ま ま で し た。 工 業
化 は 進 ま ず、 バ ン グ ラ デ シ ュ の 経 済 を 支 え て い た の は 農 業 で し た。
　 バ ン グ ラ デ シ ュ に お け る 縫 製 産 業 の 展 開 を み る う え で 重 要 な の が 外 国 企 業 の 存
在 で す。中 で も 韓 国 企 業「大 宇」の 果 た し た 役 割 は 大 き か っ た と い え ま す。大 宇 は、
1979 年 に バ ン グ ラ デ シ ュ で 縫 製 事 業 を 始 め る 前 に、 採 用 を 予 定 し て い た 130 人
の バ ン グ ラ デ シ ュ 人 労 働 者 を 大 宇 の 釜 山 工 場 へ 送 り 込 み、7 カ 月 間 の 集 中 研 修 を
実 施 し ま し た。 大 宇 は、 研 修 に か か る 費 用 の 大 半 を 負 担 し、 輸 出 向 け の 縫 製 品 を
製 造 す る 上 で 必 要 な 技 術 や 知 識 を 提 供 し ま し た。130 人 の 中 に は 14 人 の 女 性 も
含 ま れ て い た と 言 わ れ て お り、 こ の 女 性 た ち が 現 在 の 縫 製 工 場 で 働 く 女 性 労 働 者
の 先 駆 け で あ る こ と は 間 違 い な い で し ょ う。
　 大 宇 に よ る 縫 製 業 の 成 功 に よ り、 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 の 企 業 家 が 縫 製 業 を 次 々 と
興 す よ う に な り ま し た。 当 時 の 政 府 も そ う し た 企 業 家 を 後 押 し す る よ う な 政 策 を
実 施 し、 結 果 縫 製 工 場 の 数、 縫 製 品 の 輸 出 額 と も に 急 増 し ま し た。2014 年 現 在、
縫 製 工 場 は 5600 社 あ り、400 万 人 が 働 い て い ま す。内、女 性 が 8 割 を 占 め て い ま す。
ま た バ ン グ ラ デ シ ュ の 総 輸 出 額 に 占 め る 衣 類 の 比 率 は 78.14% と な っ て い ま す。
3. グ ロ ー バ ル 金 融 危 機 以 降 の 日 系 企 業 の 進 出 と 実 態
　2008 年 9 月 の リ ー マ ン シ ョ ッ ク に 端 を 発 し た グ ロ ー バ ル 金 融 危 機 以 降、 日 系
（縫 製）企 業 に よ る バ ン グ ラ デ シ ュ へ の 進 出 が 相 次 い で い ま す。 最 大 の 理 由 は、「世
界 の 工 場」 で あ っ た 中 国 で、 労 賃 上 昇 や 人 材 不 足 な ど の 問 題 が 発 生 し、 安 価 な 洋
服 を 中 国 で 生 産 す る こ と が 難 し く な っ た か ら で す。
　 具 体 的 な 事 例 と し て、 株 式 会 社 マ ツ オ カ コ ー ポ レ ー シ ョ ン を 取 り 上 げ ま す。 詳
細 は、拙 著『バ ン グ ラ デ シ ュ の 工 業 化 と ジ ェ ン ダ ー』（御 茶 の 水 書 房、2014）参 照。
同 社 は 2008 年 3 月 に、 首 都 ダ ッ カ 近 郊 に、6 階 建 て の 工 場 を 開 設 し ま し た。 生
産 品 目 は 低 価 格 の ズ ボ ン で、6 つ の 縫 製 ラ イ ン で 120 万 点 を 製 造 し て い ま す。 約
800 人 の バ ン グ ラ デ シ ュ 人 を 雇 用 し、 そ の 内 の 7 割 が 女 性 で す。 い ず れ も 2010
年 2 月 時 点 の 数 値。
　 労 働 集 約 的 か つ 女 性 集 約 的 な 現 場 が 縫 製 フ ロ ア ー で す。 合 計 66 も の 生 産 工 程
を 経 て、1 枚 の ズ ボ ン が 縫 製 さ れ ま す。 バ ン グ ラ デ シ ュ で は 基 本 的 に 1 人 の 縫 製
工 員 が 1 工 程 を 担 当 し ま す。 難 し い 工 程 に は 補 助 工 員 が つ き ま す。 そ の た め、1
枚 の ズ ボ ン は お よ そ 70 人 の バ ン グ ラ デ シ ュ の 人 々（そ の 大 半 は 女 性）の 手 に よ っ
て 作 ら れ て い る の で す。
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　 縫 製 工 場 で 働 く 女 性 の 多 く は、 学 歴 が 低 く、 貧 し い 家 庭 の 出 身 者 で す。 ま た、
農 村 部 か ら の 移 住 者 が 多 い こ と も 特 徴 で す。さ ら に 寡 婦 や 離 婚 者、遺 棄 者 な ど 様 々
な 困 難 を 抱 え る 女 性 た ち も 工 場 で 働 い て い ま す。 縫 製 工 場 は こ う し た 貧 困 層 の 女
性 た ち に 雇 用 を 提 供 す る こ と に 貢 献 し て い る の で す。
　
4. グ ロ ー バ ル 化 が も た ら し た 悲 劇
　 反 面、 バ ン グ ラ デ シ ュ で は、 縫 製 工 場 に 関 連 す る 事 故 が 多 数 発 生 し て い ま す。
2013 年 4 月 24 日 に 起 き た ラ ナ ・ プ ラ ザ の 崩 落 事 故 は 記 憶 に 新 し い こ と で し ょ
う。 首 都 ダ ッ カ で、5 つ の 縫 製 工 場 が 入 る ラ ナ・プ ラ ザ と い う ビ ル が 突 然 崩 落 し、
1137 人 の 尊 い 命 が 失 わ れ ま し た。死 者 の 多 く が 工 場 で 働 い て い た バ ン グ ラ デ シ ュ
の 女 性 で し た。 崩 落 し た 建 物 の 中 か ら 欧 米 の ア パ レ ル 企 業 の タ グ が 発 見 さ れ、 そ
の 責 任 を 問 う 声 が 高 ま り ま し た。
5.　 デ ィ ー セ ン ト ・ ワ ー ク の 実 現 を 目 指 し て
　 デ ィ ー セ ン ト ・ ワ ー ク （Decent Work） と い う 言 葉 を 知 っ て い ま す か。「働 き が
い の あ る 人 間 ら し い 仕 事」 を 意 味 し、 第 87 回 （1999 年）ILO 総 会 事 務 局 長 報 告
で 初 め て 用 い ら れ ま し た。ILO に よ れ ば、「（働 く 人 び と の） 権 利 が 保 障 さ れ、 十
分 な 収 入 を 生 み 出 し、 適 切 な 社 会 的 保 護 が 与 え ら れ る 生 産 的 な 仕 事」 と 定 義 さ れ
ま す。
　 ラ ナ・プ ラ ザ の 事 故 で 亡 く な っ た 方 々 は、「わ た し た ち」 の 洋 服 を 作 る 人 々 で す。
シ ン ポ ジ ウ ム や 講 義 の 場 で、 ラ ナ・プ ラ ザ の 話 を す る と、 必 ず 「（先 進 国 企 業 は、）
途 上 国 の 人 々 に 雇 用 を 与 え て い る」、「貧 困 削 減 に 寄 与 し て い る」 と い う 声 を 耳 に
し ま す。 し か し、「わ た し た ち」 の 洋 服 を 作 る 人 々 の た く さ ん の 命 が 奪 わ れ た 現
実 を 前 に す れ ば、 や は り 「わ た し た ち」 の 責 任 は 免 れ な い で し ょ う。
　 す べ て の 人 々 に デ ィ ー セ ン ト ・ ワ ー ク を 推 進 す る こ と は 喫 緊 の 課 題 で す。 バ ン
グ ラ デ シ ュ 政 府、 企 業 が 率 先 し て 取 り 組 む こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん が、 先 進
国 政 府、 企 業、 そ し て ILO を は じ め と す る 国 際 機 関 が い か に こ の 課 題 に 対 し て 取
り 組 め る か が 今 後 の 鍵 と な る で し ょ う。
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〈プ ロ フ ィ ー ル〉
長 田 　 華 子 （な が た 　 は な こ）
2005 年 東 京 女 子 大 学 文 理 学 部 社 会 学 科 経 済 学 ・ 国 際 関 係 論 コ ー ス 卒 業。2012
年 お 茶 の 水 女 子 大 学 大 学 院 人 間 文 化 創 成 科 学 研 究 科 修 了 （ 博 士 ： 社 会 科 学 ）。
専 門 は ア ジ ア 経 済 論、 南 ア ジ ア 地 域 研 究、 ジ ェ ン ダ ー 論。2006 年 4 月 よ り 1
年 間 ダ ッ カ 大 学 社 会 科 学 部 女 性 学 ・ ジ ェ ン ダ ー 学 科 に 留 学。 主 な 著 書 に 『990
円 の ジ ー ン ズ が つ く ら れ る の は な ぜ ？ ― フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン の 工 場 で 起 こ っ
て い る こ と』（合 同 出 版、2016 年）、『バ ン グ ラ デ シ ュ の 工 業 化 と ジ ェ ン ダ ー ―
日 系 縫 製 企 業 の 国 際 移 転』（御 茶 の 水 書 房、2014 年）。
